
令和４年度（第15回）「国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）」

ＰＲポイント 老朽化した施設を抱えた二つのし尿処理施設組合の構成市
町が話し合った結果は・・・・・「広域化・共同化を図る」で、各々の施設更新
はしない、新たに用地を求め建設もしない、既設公共下水道処理場内に
受入施設を設け広域的に一元的に処理しよう！
単独行政区や広域事務組合での実施ではなく、白山市・能美市・野々市
市・川北町の３市１町によるし尿・浄化槽・集排汚泥を広域処理で実施！
ＭＩＣＳ事業が下水道広域化推進総合事業に組み込まれてから全国で初
めて、白山市がこの事業の採択を受け、実施しました！
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事業の実施について、汚泥を処理するためには各種設備が必要であ
り、この施設の維持管理には多額の経費を要するため、少しでも費用
面で合理化できないかという各市町の思いを集約して計画されました。
計画の実行には国や県の関係機関毎の調整、市町との協議など多く
の方々のご尽力によって、ようやく施設の完成となりました。今後は、
関係法令などが今よりも更に整理され、汚水処理の広域化・共同化が
取り組みやすい環境が整うことを願っております。

応募事例の概要

白山市及び近隣自治体において、広域的に汚泥の一元的な処理
が可能となり各々の自治体で経費の削減が図れた

別紙４

し尿浄化槽汚泥受入施設

松任中央浄化センター

手取衛生センター（廃止）

松任衛生センター（廃止） 松任中央浄化センター
（公共下水道で汚泥受入）

凡 例
松任中央浄化
センター処理区域

下水道処理区域

②野々市市

し尿、浄化槽汚泥

⑤能美市

し尿、浄化槽汚泥
集落排水汚泥

④川北町

③白山市
鶴来、山麓地域

し尿、浄化槽汚泥
集落排水汚泥

①白山市
松任、美川地域

し尿、浄化槽汚泥
集落排水汚泥

し尿、浄化槽汚泥
集落排水汚泥

松任衛生センター
手取衛生センター
を廃止し、

松任中央浄化センター
に受入施設を設置
（希釈投入）

金沢市

小松市

受入施設の完成写真 事業実施後の広域処理状況


